
タイトル 

基調講演「持続可能な病院運営に向けた病院整備について」 

 

概要 

病院建築・医療施設計画を専門とする筧淳夫（日本医療福祉建築協会会長・工学院大学）

を招き、人口構造の変化や医療提供体制の課題、建設コストの高騰などを踏まえた今後の

病院施設整備のあり方をテーマとした講演が行われた。 

 

内容 

日本の人口動態や高齢化の進行を踏まえ、今後の医療需要の変化、特に、医療ニーズが高

い 85 歳以上人口の増加に注目し、地域ごとに将来の人口構成や医療需要が異なることか

ら、それぞれの地域特性を踏まえた施設整備が重要であるとの考えが示された。 

また、医療提供体制を取り巻く環境は病院数や病床数、人材配置などの現状を整理しなが

ら、限られた医療資源を有効に活用し、地域全体で役割分担や連携を進めていく視点をも

ちつつ、今後の人口減少を見据え、施設の規模や機能についても長期的な視点で検討する

必要性が説明された。 

病院施設整備の進め方は、施設の計画から設計、建設、運用まで多くの関係者が関わるこ

とから、関係者間で十分な情報共有と共通認識を持ちながら取り組むことの重要で、近年

は病院建設の機会そのものが減少し、施設整備に関する経験やノウハウの継承も課題とな

っている。 

さらに、資材費・設備費・人件費の上昇など病院建設費が全国的に高騰している状況報告

があり、また建設費だけでなく、施設完成後の維持管理費や更新費を含めたライフサイク

ル全体の視点で施設整備を考えることが重要であると説明があった。そのうえで、大規模

な建て替えだけでなく、既存施設の有効活用や段階的な改修など、多様な手法を組み合わ

せながら施設機能を維持・向上させていく考え方が紹介された。 

最後には、これからの病院施設整備には、超高齢社会への対応、地域医療との連携、持続

可能な施設運営、そして限られた資源を活かした計画的な投資が求められるとのまとめが

示された。 

 

 


